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(57)【要約】
【課題】
　充電池を動力源とする電動機駆動装置において，使用
者の使用可能時間を制限することなく，前記電動機の始
動時電圧降下による前記充電池の過放電を防止し，前記
充電池の劣化を抑制可能な電動機駆動装置を提供する。
【解決手段】
　電動機１０４と，電動機１０４にエネルギを供給する
充電池１０１と，電動機１０４を制御する制御手段１０
８と，充電池１０１の電圧を検出する電圧検知手段１０
９と，電圧検知手段１０９の検出した電圧が所定の閾値
を下回った際に電動機１０４を停止させる過放電防止手
段２０５とを備える電動機駆動装置において，過放電防
止手段２０５の閾値を，電動機１０４の動作状態に応じ
て，少なくとも２つ有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動機と，
　前記電動機にエネルギを供給する充電池と，前記電動機を制御する制御手段と，前記充
電池の電圧を検出する電圧検知手段と，前記電圧検知手段の検出した電圧が所定の閾値を
下回った際に前記電動機を停止させる過放電防止手段とを備える電動機駆動装置において
，
　前記過放電防止手段の閾値を，前記電動機の動作状態に応じて，少なくとも２つ有する
ことを特徴とする電動機駆動装置。
【請求項２】
　前記過放電防止手段の少なくとも２つの閾値のうち、第一の閾値は前記充電池の放電終
止電圧をもとにしたものであり、第二の閾値は前記放電終始電圧より高く設定し第一の閾
値よりも高いものであることを特徴とする請求項１に記載の電動機駆動装置。
【請求項３】
　前記充電池は，少なくとも１つのリチウムイオン電池から構成されることを特徴とする
請求項１～２のうちいずれか１つに記載の電動機駆動装置。
【請求項４】
　前記電動機は，負荷としてのファンを取り付けていることを特徴とする請求項１～３の
うちいずれか１つに記載の電動機駆動装置。
【請求項５】
　前記電動機の動作状態を切替える操作手段を備えたことを特徴とする請求項１～４のう
ちいずれか１つに記載の電動機駆動装置。
【請求項６】
請求項１～５のうちいずれか１つに記載の電動機駆動装置を備えたことを特徴とする電気
掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動機駆動装置及びそれを備えた電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来，充電池を電力源とする電気掃除機においては，前記充電池の電池容量と，前記電
気掃除機の消費電力量との関係により，前記電気掃除機の使用できる時間(以下，使用可
能時間)に制限がある。そのため，前記充電池の電池容量増大や，不要な消費電力の削減
など，使用可能時間を延ばすために種々の工夫を行い，使用者の使い勝手の向上を図って
いる。
【０００３】
　また，充電池は，継続的に使用することで，電池性能が劣化することが周知されており
，特に，放電終止電圧未満の電圧になるまで放電させる過放電は，電池性能を大きく劣化
させるため，制御的，あるいは回路的，またはその両方により，前記過放電を防止するた
めの機能が実装されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平5-253097号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般的に，電動機を始動させる場合，電動機に定格電流より大きい始動電流が流れ，電
動機にエネルギを供給する電力源で電圧降下が発生する。
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【０００６】
　充電池を電力源とする電動機駆動装置において，電動機の動作中に，充電池の電圧が放
電終止電圧を下回った場合，電動機を停止することで充電池の過放電を防止できる。しか
しながら，充電池の電圧が放電終止電圧よりわずかに大きい状態で電動機を始動する場合
，電動機の始動電流による電圧降下によって，充電池が過放電状態に陥る可能性がある。
【０００７】
　電動機の始動時の電圧降下を踏まえて，充電池の電圧が放電終止電圧より高い電圧のと
きに電動機を停止させることで，電動機の始動時の電圧降下による充電池の過放電を防止
する方法もあるが，その場合，充電池の使用可能な電力量が制限されるため，電動機駆動
装置の使用可能時間が短くなり，使用者の使い勝手が悪化する。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、充電池の劣化を抑制しながら
，使用者の使い勝手を損なわない電動機駆動装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明の電動機駆動装置は、電動機と，前記電動機にエネ
ルギを供給する充電池と，前記電動機を制御する制御手段と，前記充電池の電圧を検出す
る電圧検知手段と，前記電圧検知手段の検出した電圧が所定の閾値を下回った際に前記電
動機を停止させる過放電防止手段とを備える電動機駆動装置において，前記過放電防止手
段の閾値を，前記電動機の動作状態に応じて，少なくとも2つ有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、電動機が連続運転している場合は，充電池の放電終止電圧をもとにし
た第一の閾値により，過放電防止手段で電動機を停止することで，充電池の使用可能電力
を制限することなく電動機駆動装置の使用可能時間を維持できるため，使用者の使い勝手
を損なわない。更に，電動機の始動時は，電動機の始動時の電圧降下を踏まえてあらかじ
め放電終止電圧より高くに設定した第一の閾値より高い第二の閾値により，過放電防止手
段で電動機の始動を禁止して，充電池の過放電を防止することで，充電池の劣化を抑制で
きる。
【００１１】
　過放電防止手段の閾値を電動機の動作状態に応じて、少なくとも２つ有することにより
、充電池の劣化を抑制しながら，使用者の使い勝手を損なわない電動機駆動装置を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態である電動機駆動装置の基本構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態である電動機駆動装置のプログラムの機能ブロック図であ
る。
【図３】本発明の第１実施形態である電動機駆動装置の動作状態に関する状態遷移図であ
る。
【図４】本発明の第１実施形態である電動機駆動装置の動作状態に関する状態遷移表であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施例を添付図面に従って説明する。
【００１４】
　図１は，本実施例の電動機駆動装置の基本構成図である。図１において、本実施例の電
動機駆動装置を説明する。
【００１５】
　電動機駆動装置は，エネルギを供給する充電池１０１と，平滑コンデンサ１０２と，直
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流電力を交流電力に変換し，変換した交流電力を電動機１０４に出力するインバータ回路
１０５と，インバータ回路１０５を駆動するドライバ回路１０７と，ドライバ回路１０７
を駆動する制御装置１０８と，電源電圧を検出する電圧検知手段１０９と，電動機１０４
の運転状態を切替えるためのスイッチ信号を伝えるスイッチ信号生成部１１０とを備えて
構成されている。電動機駆動装置は、負荷としてのファン１０３が取り付けられた電動機
１０４に接続される。
【００１６】
　充電池１０１より供給されたエネルギは，平滑コンデンサ１０２により平滑され，シス
テムに供給される。
【００１７】
　電圧検知手段１０９は，平滑コンデンサ１０２の両端の電圧から，充電池１０１の電圧
を検出する。
【００１８】
　制御装置１０８は，マイクロコンピュータ（ＣＰＵ）により構成され，ＲＯＭ(図示せ
ず)に内蔵されたプログラムが実行されることにより機能が実現されるようになっている
。制御装置１０８は，スイッチ信号生成部１１０の出力するスイッチ信号によって，動作
状態を切り替える。制御装置１０８は，電圧検知手段１０９の検出した電圧が所定の閾値
を下回った際に，ドライバ回路１０７を停止させ，電動機１０４を停止する。
【００１９】
　スイッチ信号生成部１１０は，通常，使用者により操作され，スイッチ信号を出力する
。
【００２０】
　図２は，制御装置１０８に内蔵されたプログラムの機能ブロック図である。
【００２１】
　図２において，制御装置１０８は，スイッチ信号生成部１１０が出力するスイッチ信号
を判定するスイッチ信号判定手段２０１と，電圧検知手段１０９の出力電圧から充電池１
０１の過放電の防止を判定する過放電防止手段２０２と，スイッチ信号判定手段２０１の
判定結果と過放電防止手段２０２の判定結果とから動作状態を切り替える動作状態切替え
手段２０３と，動作状態切替え手段２０３の出力する動作状態情報を基にドライバ制御信
号を出力するドライバ制御手段２０４とを備えている。
【００２２】
　スイッチ信号判定手段２０１は，少なくとも，スイッチ信号生成部１１０が出力するス
イッチ信号をもとに，電動機１０４の運転開始を指定する運転開始信号と，電動機１０４
の運転停止を指定する運転停止信号とを判定し，判定したスイッチ信号情報を出力する。
【００２３】
　過放電防止手段２０２は，少なくとも，充電池１０１の放電終止電圧をもとにした第一
の閾値と，電動送風機１０６の始動時の電圧降下を踏まえてあらかじめ放電終止電圧より
高くに設定した第一の閾値より高い第二の閾値とを有している。
【００２４】
　過放電防止手段２０２は，過放電防止手段２０２が有する第一、第二の閾値と，電圧検
知手段１０９の出力電圧とを比較判定し，判定した過放電防止判定情報を出力する。
【００２５】
　動作状態切替え手段２０３は，少なくとも，電動機１０４を駆動する運転状態と，電動
機１０４を停止させる停止状態と，充電池１０１が過放電状態に陥る可能性のある場合に
電動機１０４の運転を禁止する過放電防止状態とを判断する手段を有している。
【００２６】
　動作状態切替え手段２０３は，現在の動作状態と，スイッチ信号判定手段２０１の出力
するスイッチ信号情報と，過放電防止手段２０２の出力する過放電防止判定情報とをもと
にして，動作状態を判定し，判定した動作状態情報を出力する。
【００２７】
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　ドライバ制御手段２０４は，動作状態切替え手段２０３の出力する動作状態情報をもと
に，ドライバ制御信号を生成し，生成したドライバ制御信号をドライバ回路１０７に入力
する。
【００２８】
　次に，制御装置１０８に内蔵されたプログラムの処理内容として，動作状態切替え手段
２０３の処理に関して，図３～４を用いて説明する。
【００２９】
　図３は，動作状態切替え手段２０３の有する各動作状態の状態遷移を表した状態遷移図
である。
【００３０】
　図４は，図３に示される状態遷移図を表形式で表した状態遷移表である。
【００３１】
　図３の状態遷移図は，動作状態切替え手段２０３の持ち得る最低限の動作状態として，
電動機１０４が停止している停止状態３０１，電動機１０４が駆動している運転状態３０
２，充電池１０１が過放電状態に陥る可能性のある場合に電動機１０４の運転を禁止する
過放電防止状態３０３を含む。
【００３２】
　また，上記動作状態への遷移を発生させる事象として，スイッチ信号判定手段２０１か
ら入力される，運転開始信号入力３１１，運転停止信号入力３１２と，過放電防止手段２
０２から入力される，過放電防止判定（放電終止電圧以下）３２１，過放電防止判定（過
放電防止電圧以下）３２２，及び過放電防止判定（運転可能）３２３を含む。
【００３３】
　ここで，過放電防止判定（放電終止電圧以下）３２１は，充電池１０１の電圧が過放電
防止手段２０２の有する第一の閾値以下であると判定したことを表しており，過放電防止
判定（過放電防止電圧以下）３２２は，充電池１０１の電圧が過放電防止手段２０２の有
する第二の閾値以下であると判定したことを表している。さらに，過放電防止判定（運転
可能）３２３は，充電池１０１の電圧が過放電防止手段２０２の有する第二の閾値を超過
していると判定したことを表している。
【００３４】
　動作状態が停止状態３０１のとき，運転開始信号入力３１１が発生すると，動作状態は
運転状態３０２に遷移する。また，過放電防止判定（過放電防止電圧以下）３２２が発生
すると，動作状態は過放電防止状態３０３に遷移する。
【００３５】
　動作状態が運転状態３０２のとき，運転停止信号入力３１２が発生すると，動作状態は
停止状態３０１に遷移する。また，過放電防止判定（放電終止電圧以下）３２１が発生す
ると，動作状態は過放電防止状態３０３に遷移する。
【００３６】
　動作状態が過放電防止状態３０３のとき，過放電防止判定（運転可能）３２３が発生す
ると，動作状態は停止状態３０１に遷移する。
【００３７】
　このように，電動機１０４の動作状態に応じて，過放電防止手段２０２の閾値を切替え
ることで，電動機１０４が駆動している時は，放電終止電圧をもとにした第一の閾値によ
り，充電池１０１の使用可能電力を十分に使用することができるので，電動機駆動装置の
運転可能時間が維持可能で，使用者の使い勝手を損なわない。
【００３８】
　また，電動機１０４が停止している時は，電動機１０４の始動時の電圧降下を踏まえて
あらかじめ放電終止電圧より高くに設定した第一の閾値より高い第二の閾値により，電動
機１０４の始動を禁止することで充電池１０１の過放電を防止し，充電池１０１の劣化を
抑制できる。
【００３９】
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　なお、本発明の一実施例は，電気掃除機用の電動機駆動装置に関するが，これに限るも
のではない
【符号の説明】
【００４０】
１０１　　充電池
１０２　　平滑コンデンサ
１０３　　ファン
１０４　　電動機
１０５　　インバータ回路
１０６　　電動送風機
１０７　　ドライバ回路
１０８　　制御装置
１０９　　電圧検知手段
１１０　　スイッチ信号生成部
２０１　　スイッチ信号判定手段
２０２　　過放電防止手段
２０３　　動作状態切替え手段
２０４　　ドライバ制御手段
３０１　　停止状態
３０２　　運転状態
３０３　　過放電防止状態
３１１　　運転開始信号入力
３１２　　運転停止信号入力
３２１　　過放電防止判定(放電終止電圧以下)
３２２　　過放電防止判定(過放電防止電圧以下)
３２３　　過放電防止判定(運転可能)
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